
借　方 貸　方 

1.有形固定資産 

（将来の世代に引
き継ぐ土地や建物
など） 

2.投資等 

1.固定負債 

2.流動負債 

1.国庫支出金 

2.県支出金 

3.一般財源等 

3.流動資産 

（すぐに使えるお
金など） 

集めたお金を 
どのように使ったか 
（市の財産） 

市の財産のために 
どのようにお金を集めたか 

資　　産 
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正味資産 

資産の部 負債の部 

正味資産の部 

将来に引き 
継ぐ財産 

将来の世代
により返済 
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これまでの
世代により
既に負担さ
れた分 
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■
資
産
と
負
債
が
一
目
で

鳥
取
市
を
は
じ
め
全
国
の
自
治

体
で
は
、
前
ペ
ー
ジ
の
決
算
報
告

の
よ
う
に
、
一
年
間
の
予
算
執
行

や
資
金
（
現
金
）
の
流
れ
に
重
点

を
置
い
て
会
計
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
方
法
で
は
、
そ
の
年

に
ど
の
よ
う
な
収
入
が
あ
り
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か

は
分
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
作

ら
れ
た
道
路
や
公
園
、
学
校
な
ど

の
資
産
や
、
そ
の
財
源
を
調
達
す

る
た
め
の
負
債
（
借
金
）、
正
味

資
産
（
資
本
）
な
ど
に
つ
い
て
は

よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
で
は
、
こ
れ

ま
で
ど
れ
く
ら
い
の
資
産
を
形
成

し
た
の
か
、
そ
れ
が
現
在
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ

の
資
産
は
ど
う
い
う
財
源
で
ま
か

な
っ
て
い
る
の
か
な
ど
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
普
通
会
計
が
対
象

鳥
取
市
に
お
い
て
普
通
会
計
の

対
象
と
な
る
の
は
、
一
般
会
計
に

特
別
会
計
の
住
宅
新
築
資
金
等
貸

付
事
業
費
、
高
齢
者
・
障
害
者
住

宅
整
備
資
金
貸
付
事
業
費
、
墓
苑

事
業
費
、
土
地
取
得
費
と
、
土
地

区
画
整
備
費
の
一
部
を
加
え
た
も

の
で
す
。
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バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
企
業
会
計

で
用
い
ら
れ
る
貸
借
対
照
表
の
こ

と
で
、
あ
る
一
定
時
点
の
資
産

と
負
債
を
総
括
的
に
表
し
た
も
の

で
す
。 ババババ
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スススス
シシシシ
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トトトト
をををを
つつつつ
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りりりり
まままま
しししし
たたたた

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は

市
財
政
の
診
断
書

（表5）

道路や学校などの社会資本の整備の結果を示す有形固定資産のうち、正味資産による整
備の割合を示すものです。この比率が高いほど、これまでの世代の負担してきた割合が高
いことになり、財政の健全性の見地からは好ましいという見方もできます。
※人口類似都市（帯広市、上越市、松本市、米子市、山口市）の平成12年度の平均比率
は65.4％となっています。

13年度の歳入総額に対する資産の比率により、ストックである資産の形成に何年分の歳
入が充当されたのかを見ることができます。年数が多いほど、すでに社会資本整備が進ん
でいると考えられます。
※人口類似都市の平成12年度の平均比率は3.0年となっています。

◇ 社会資産形成の世代間負担比率

◇ 予算額対資産比率
資　　産　　合　　計　（226,141百万円）

13年度の普通会計における歳入総額（64,324百万円）

正味資産合計（137,730百万円）

有形固定資産合計（197,596百万円）
＝69.7％（平成12年度69.9％）

＝3.5年（平成12年度3.2年）


